
有田焼の新ブランド「2016/ （ニーゼロイチロク）」は
10 月 19 日（水）、世界に向けていよいよ発売スタートします！
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有田焼の新しいブランド
2016/

九州の北西部に位置する佐賀県の、山に囲まれた小さく長閑
な町、有田。
今からちょうど 400 年前となる 1616 年に、有田の山の中
で質のよい陶石が偶然にも発見され、日本で初めての磁器製
造がスタートしました。これが有田焼の始まりです。

ヨーロッパの人々を魅了し、盛んに輸出された 17 世紀半ば
〜 18 世紀。
バブル期、国内需要で売上げが頂点に達した 20 世紀半ば。
そして、世界的な不況以降、生産量が最盛期の 1/6 にまで
減少している現在。
400 年間、歴史や時代に翻弄されながらも、有田の人々は
探求を繰り返してきました。有田の人々が日々行う妥協のな
いものづくりとその精神は、現在も色褪せることなく、脈々
と受け継がれています。

2013 年からの 3 年間、世界中に散らばる 16 組のデザイナー
は定期的に有田に来て、新商品の開発を進めてきました。
多様な文化背景をもつデザイナー達が行った有田焼の再解釈
と、400 年分の技術の結集は、世界の日常に寄り添う新た
なスタンダードを生み出しました。

「2016/」には、15 組のデザイナーが手がける「スタンダー
ド」同ブランドのクリエイティブディレクターである柳原照
弘とショルテンアンドバーイングスが手がける「エディショ
ン」の２つのシリーズがあります。

有田焼創業 400 年を迎えた今年、10 月 19 日（水）、
「2016/ 」は世界に向けて発売を致します。

2016arita.com



スタンダードコレクション
世界的に活躍するデザイナーと高い技術を持つ有田の窯元が生み出した 15 のコレクション。
これらのコレクションは、日々の暮らしにおいて美しい佇まいと優れた機能性をもたらします。（表示は税抜価格）

2016/ BIG-GAME
ドリップコーヒーを楽しむセットとケトルやポットなどのキッチンツールからなる
シリーズ。多孔質磁器でのドリップは柔らかな味わいのコーヒーを実現。どのアイ
テムも耐火度の高い土を使用しているため、直火やオーブン、レンジなどでも使用
可能です。料理をしてそのままテーブルに置けば食器として活躍。日常の道具とし
て幅広く応用が利くデザインです。コーヒーカップ 2,400 円〜、ドリッパー 4,200
円、ケトル 11,200 円〜、ポット 23,000 円〜など。
design: ビッグゲーム

2016/ Christien Meindertsma
16 世紀オランダは日本の将軍にリネン生地を献上し、珍重な磁器を持ち帰りました。
絵画にも描かれた歴史的事柄を発想源に、リネン生地を用いてコップやプレートな
どの形状をモデル化、それを磁器作りへと翻訳し生まれた軽やかなテーブルウェア
のシリーズ。「2016/ 」 のプロダクトを制作する窯元で廃棄される磁器材料から開
発した釉薬と一般的な白い釉薬の 2 つのカラー展開があります。カップ 1,300 円〜、
プレート 1,300 円〜、ボウル 2,400 円〜など。
design: クリスチャン・メンデルツマ

2016/ Kirstie van Noort
このコレクションは、陶芸家であるデザイナーが有田で素材研究からスタートし、
その結果を現在の有田のものづくりに応用することで生まれました。有田やその周
辺で採取される陶石から出るほんの少しの鉱物廃棄物。廃棄されるはずのその微量
な材料から、独自の 7 つの新色と 1 種類の新しい陶土を開発しました。素材そのも
ののを感じ楽しめるよう、器の形状はとてもベーシックなものにしています。カッ
プ 1,600 円〜、プレート 1,800 円〜、ボウル 2,000 円〜など。
design: カースティー・ヴァン・ノート

2016/ Christian Haas
アジアとヨーロッパ、どちらのテーブルセッティングにおいてもうまく機能するよ
うな形とサイズを研究し生まれた、サイズ展開豊かなプレート、カップ、ボウルか
らなるコレクション。日本の文化や美学から導かれた定義により生まれたのは、エ
レガントでありつつも食材を引き立てる控えめな佇まい。 どれも多目的に使用でき
る機能性を合わせ持った日々のための器。
カップ 1,700 円〜、プレート 1,500 円〜、ボウル 2,200 円〜など。
design: クリスチャン・ハース

2016/ Ingegerd Råman
経験豊かなデザイナーと高度な生産技術が生んだ、これ以上ないほど機能的にスタッ
キングができるティーセット。スタッキングをすることで、お茶を保温したり、すっ
きりと美しい姿で積み重ね収納されるなど、個々のアイテムに新たな効用が生まれ
ます。このコレクション用に開発された黒と白の釉薬や、工程の最終段階での細や
かな手仕上げが、ビロードのような手触りを実現しています。カップ 9,500 円〜、
プレート 6,500 円〜、ポット 27,000 円〜など。
design: インゲヤード・ローマン

2016/ Kueng Caputo
その緻密な仕上がりから有田では機械化が相当進んでいると想像されがちですが、
現実には工程の多くで、手作業や人の目による細かな注意を要します。このコレク
ションも、丁寧な手仕事と新たな塗装方法を開発する事で、ゆがみのない直線と曲
線、光と影の戯れを実現しました。その完璧さゆえ、それがほぼ手仕事によるもの
であるとは信じがたいかもしれません。プレート 10,000 円〜、ボウル 20,000 円〜、
フラワーベース 10,000 円〜など。
design: クーン・カプート



2016/ Leon Ransmeier
“ 触り心地の良さや触りたくなる形 ” を考えた生活の道具としてのコレクション。繰
り返し使われる道具に必要なのは持ちやすいデザイン。ノコギリやカンナの文脈か
ら生まれた取っ手が、注ぎやすい角度や持ちやすいボリュームを実現。あえて表面
に釉薬をかけずに仕上げた白色のアイテムは、土に直に触れているような柔らかい
触り心地を楽しめます。マグ 2,600 円〜、プレート 1,500 円〜、フラワーベース
9,000 円、コーヒーポット 18,000 円など。 
design: レオン・ランスマイヤー

2016/ Saskia Diez
ジュエリーデザイナーが初めて磁器で取り組んだアクセサリーのコレクション。日
本の文化では馴染み深いシンボルである鱗は、龍、鯉、蛇などに見られ様々な意味
を持ち合わせます。このような象徴的な装飾やモチーフには伝統が根付いている一
方で、ジュエリー作りに関しては豊かな遺産がない日本。そこから導き出した答えが、
磁器で作られた「第二の皮膚」になるような鱗のアイデア。ブレスレット 13,000
円〜、リング 6,000 円〜、ジュエリーボックス 2,600 円〜など。
design: サスキア・ディーツ

2016/ Stefan Diez
量産品から美術品まで、多様に対応できる有田の伝統と技術を最大限に引き出し完
成した、「今作る、今の時代の焼き物」。高台やプレートの縁など、従来あるべきも
のを取り除くことは、とてつもない緻密さが必要でしたが、結果、使用時にはより
手元に近く、体が直接的にその優しい使い心地を得られるものとなりました。豊富
なアイテム展開は､ 日常での幅広い用途、場面、食文化で活躍します。カップ 1,000
円〜、プレート 900 円〜、ボウル 1,400 円〜、ティーポット 18,000 円〜など。
design: ステファン・ディーツ

2016/ Pauline Deltour
伝統的な日本の椀のほぼすべてに付いている高台が、このコレクションではエレメ
ントとなり、アイデンティティや見た目の一貫性、安定性をもたらしています。ヨー
ロッパなどでは難しいとされる、上部と底部とで大胆に厚みを変えるという高度な
技に挑戦。濃紺、煉瓦色、青磁など伝統的な日本の磁器から見つけた釉薬の色が新
鮮な方法で用いられています。カップ 2,100 円〜、ボウル 3,100 円〜、ティーポッ
ト 15,000 円〜、フラワーベース 6,200 円〜など。
design: ポーリーン・デルトゥア

2016/ Shigeki Fujishiro
醤油差しやおろし金といった日本ならではのキッチンツールも含む、機能性を一番
に考えて作られたシリーズ。有田では上絵付けを「赤絵」と呼び、壺や器などさま
ざまな焼き物の仕上げで、ポイントに赤色の絵付けが施されています。有田焼と言
えば「白地に藍」がおおよそのイメージかもしれませんが、今回はこの象徴的な赤
色で全体を被いコレクションの中心としています。マグ 2,600 円〜、コンテナ 4,600
円〜、醤油差し 3,000 円〜、ピッチャー 2,100 円〜など。
design: 藤城 成貴

2016/ Studio Wieki Somers
釉薬の吹きつけの際に使用していたメタル製のステンシルと、独特の瑠璃色という
製造担当窯の 2 つの伝統技術を抽象化し、革新的な技術を組み合わせて生まれた 2
つのティーセット。青の濃淡と球形状のパターンの連続が、日本で象徴的なシンボ
ルの一つである “ 月 ” を連想させます。日々のお茶の時間をゆったりと。お月見の
お供にもぴったりかもしれません。カップ 18,000 円〜、プレート 17,000 円、フ
ラワーベース 60,000 円、ティーポット 75,000 円〜など。
design: スタジオ・ウィキ・ソマーズ

スタンダードコレクション
世界的に活躍するデザイナーと高い技術を持つ有田の窯元が生み出した 15 のコレクション。
これらのコレクションは、日々の暮らしにおいて美しい佇まいと優れた機能性をもたらします。（表示は税抜価格）



2016/ TAF
1 つのプレートが子どもには大皿として大人にはサイドプレートとして使用できた
り、アジアとヨーロッパどちらのテーブルセッティングにも使用できるサイズ感な
ど、順応性の高さが特徴のテーブルウェアです。液体がこぼれたようなデザインの
トレイや、幾何学モチーフで描かれた猫・猿・鳥の表情など、子どもも大人も思わ
ず微笑んでしまう遊び心溢れるデザインが特徴です。カップ 1,500 円〜、プレート
1,400 円〜、ボウル 1,800 円〜、ピッチャー 9,000 円〜など。
design: タフ

2016/ Teruhiro Yanagihara
スタッキングが可能、シンプルでどんなインテリアにも溶け込める、世界の日常を
見つめたスタンダードなテーブルウェア。「 不完全なものにこそ美が宿り、美しさ
を感じる」という古くからの日本の思想にインスピレーションを得て、 有田ではこ
れまで失敗とされていた、くぼみがあり均一でない不完全な釉薬の仕上がりを、あ
えて特徴とするシリーズを生み出しました。カップ 1,300 円〜、プレート 1,400
円〜、ボウル 1,900 円〜など
design: 柳原 照弘

2016/ Tomás Alonso
ベーシックな幾何学の形と、豊富な色・サイズを揃えたコンテナシリーズ。単純な
形に見えますが、薄く、直線曲線をはっきり出すのは非常に難しいため、特別に開
発された土を使用しています。一つ一つに決められた機能はありません。そのため、
持ち主のアレンジ次第で、食器としてだけでなく、デスク周りの小物入れや、花瓶、
観賞用のオブジェなどさまざまな使い方をお楽しみいただけます。カップ 1,300 円
〜、プレート 2,600 円〜、ハーフプレート 2,200 円〜、ベース 3,200 円〜など。
design: トマス・アロンソ

スタンダードコレクション
世界的に活躍するデザイナーと高い技術を持つ有田の窯元が生み出した 15 のコレクション。
これらのコレクションは、日々の暮らしにおいて美しい佇まいと優れた機能性をもたらします。（表示は税抜価格）



2016/ Scholten & Baijings
有田の歴史的な磁器コレクションについて記録や古文書などを調べ尽くし、傑出した絵付けのい
くつもの実例を色、形、技のパレットで切り取り一つの要素まで落とし込み、抽出し、再構成を
して新たな柄が生まれました。有田の最新の技術を用いて実現した複雑なプレートの形はすべて、
実際にあった歴史的な形状のアウトラインを複数重ねることにより現れたものです。すべてのプ
レートが、熟練した職人により丁寧に手で絵付けを施されています。

プレート 27 枚セット（世界限定 30 セット）　5,000,000 円（税抜価格）
design: ショルテン＆バーイングス

2016/ Teruhiro Yanagihara
有田焼を象徴する白と藍のグラデーションが美しいこの磁器は、多孔性の磁器で水を溜めるなど
の機能は持たず、意図的に作った無用な物、鑑賞用のオブジェです。妥協なく探究を繰り返し、
何世紀にも渡り革新的な方法で磁器製造を実践してきた有田。現在の有田で可能な最新のハイテ
ク素材や製造方法を追い求め、アルミナをベースとした強い土と、プラスチックのスポンジを使っ
た成型方法を研究者と共に開発しました。それによって、世界最小の構造を持った陶磁器が完成
しました。

3 形状のオブジェがセット　5,000,000 円（税抜価格）
design: 柳原 照弘

エディション
2016/ のファーストコレクションに合わせて制作されたシリーズ。有田の技術、ずば抜けた知識の豊かさ、そして終わりを知らない探究心。
これらを証明すること、世の中に知らしめることを意図してデザインされています。2 つのコレクションを発表。各 30 セット限定で発売です。

有田　「2016/ 」ショールーム＆ショップ 　2016.9.10 sat プレオープン　2016.10.19 wed グランドオープン
有田駅から少し丘を上がったところに、23 の有田焼のショップやレストランなどが入る、有田陶磁の里プラザ（通称・有田焼卸団地）があります。
この度、有田焼卸団地内に「2016/ 」のショールーム兼ショップがオープンすることになりました。ここでは、「2016/ 」の全アイテムをいつでもご覧いただくことができ、
ご購入もしていただけます。倉庫を 2 つ分使用して、広くシンプルに仕上げた空間に、色、形、サイズなど個性あふれるアイテムたちが並びます。商品の取扱いだけでなく、
有田のものづくり、有田焼産業に重視する人々や有田の町をご紹介する映像作品を上映したり、ワークショップなどのイベント開催も予定しています。
お近くにお越しの際はぜひお立ち寄り下さい。

所在地：〒 844-0024　佐賀県西松浦郡有田町赤坂有田焼卸団地　　TEL： 0955-42-2016　　営業時間：9:00 - 17:00　年中無休

大阪 　「DESIGNEAST 07 MOBILITIES」 　2016.9.17 sat - 19 mon　　
「デザインする状況をデザインする」ことを目的に、2009 年にスタートしたデザインイベント。エキシビション、トーク、ワークショップ、マルシェなどが渾然一体
となった場を生み出し、めまぐるしく変化し多様化するデザインをめぐる状況と向き合い提議を続けています。この会場で、2016/ のインスタレーション「2016/ An 
Installation between Past and Future」を行います。
会場：名村造船所跡地／クリエイティブセンター大阪　  〒 559-0011 大阪府大阪市住之江区北加賀屋 4 丁目 1-55
www.designeast.jp

京都　「ニュイ・ブランシュ KYOTO 2016」@KCUA   2016.9.28 wed - 10.2 sun
10/1 に開催する「ニュイ・ブランシュ KYOTO 2016」関連展覧会。アンスティチュ・フランセ関西（旧 関西日仏学館）とのコラボレーション企画として、シェフ・船越雅代（Food 
Anthology）とのスペシャルコラボレーションで「2016/」プロジェクトの展示・インスタレーションを行ないます。
会場： 京都市立芸術大学ギャラリー @KCUA（アクア）　　〒 604-0052 京都市中京区押油小路町 238-1
OPEN: 11:00 〜 19:00（最終入場 18:30）、10 月 1 日（土）のみ 22:00 まで
http://gallery.kcua.ac.jp/exhibitions/20160928_id=8722#ja

【INFORMATION】
「2016/ 」のショールームが有田にオープンします。その後、日本を皮切りに世界で発売となります。
今年の秋は、日本の様々な場所でインスタレーションや発売イベントを開催します。ぜひご注目下さい！



【PRESS CONTACT】
取材や掲載用画像のご希望など、プレスに関するお問合せは下記までご連絡下さい。

竹形 尚子（daily press）
東京都目黒区青葉台 3-5-33 川邉ハイツ 1F
tel. 03-6416-3201/ 090-1531-6268
mail. naotakegata@dailypress.org

「2016/ 」は、佐賀県とオランダ王国大使館との間で 2013 年に結ばれた、「クリエイティブ産業の交流に関する協定」
をベースに、佐賀県有田焼創業 400 年事業の 1 プロジェクトとして始まりました（400 年事業は 2016 年内をもって
終了）。2017 年からは 2016 株式会社が主体となり、2016/ ブランドを世界に未来に向けて発信していきます。

そごう・西武各店にて世界に先駆け販売スタート！

「2016/ 」のすべてのコレクションが、下記のそごう・西武各店舗にて世界で初めて販売となります。西武渋谷店では、全コレクションをご覧
いただけるエキシビションも開催。期間中には参加デザイナーが来店しトークなども予定しております。詳細が決まり次第、随時ご案内致します。

Arita new standard「2016/ 」ブランドデビュー展開催
西武渋谷店 A 館 7 階催事場　　2016. 10.19 wed - 10.30 sun
　　　　　　　
　　　　　　住所：東京都渋谷区宇田川町 21-1 
　　　　　　電話：03-3462-0111（代表）
　　　　　　OPEN：10:00am - 9:00pm（月 - 土）／ 10:00am - 8:00pm（日・祝休日）

　　　　　　※ 10 月 18 日（火）14:00 - 16:00　プレス向け内覧会開催予定

Arita new standard「2016/ 」ブランドデビューフェア同時併催
1) 西武池袋本店 7 階インテリアフロア特設会場　　2016. 10.19 wed - 11.1 tue

　　　　　　住所：東京都豊島区南池袋 1-28-1
　　　　　　電話：03-3981-0111（代表）
　　　　　　OPEN：10:00am - 9:00pm（月 - 土）／ 10:00am - 8:00pm（日・祝休日）

2) そごう横浜店 6 階インテリアフロア美術館前特設会場　　2016.10.20 thu - 11.2 wed

　　　　　　住所：神奈川県横浜市西区高島 2-18-1 
　　　　　　電話：045-465-2111（代表）
　　　　　　OPEN：10:00am - 8:00pm（B2F 〜 8F）, 11:00am - 11:00pm（10F）

＜そごう・西武のショッピングサイト e. デパートにて、9 月初旬から受注予約スタート＞
http://edepart.omni7.jp/top


